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この広報紙の無断転載を禁じます。　視覚障がい者のみなさんにも家族から読んであげてください。 この広報紙は、植物油インキを使用しています。

その37

　市長は長久手をどんなまちにしたくて、そのために何に取り組
もうとしているのか。その想いを市長の語り口でお伝えします。
　みなさんと語り合うように、一緒に未来の長久手のことを
考えてみましょう。
　また、市　【にょぜがもん】もぜひご覧ください。
[ 市　 のトップページから「にょぜがもん」をクリック。 ]

　国は、地方創生のため、都会の健康な高齢者が移り住むまちを地方に整備する、日本版ＣＣＲＣ
（Continuing Care Retirement Community:継続なケアを受けられる高齢者の地域共同体）構想を
進めています。
　ＣＣＲＣ発祥の地であるアメリカでは、CCRCとは、健康なうちから移り住み、医療や介護を受けながら活
動的に暮らす終の住みかを指しますが、国は日本版ＣＣＲＣを高齢者が安心して暮らせる「生涯活躍のまち」
と位置付けているようです。
　今年2月、石破地方創生担当大臣に本市を視察していただきました。そのとき、私は大臣に「一部の地域
だけで行うＣＣＲＣではなく、まち中がＣＣＲＣの長久手市にしたい」と発言しました。リタイア後の人々の暮ら
し方のモデルを作りたいのです。しかし、それは高齢者のためだけではありません。
　私は、世の中には「時間に追われない国（＝地域）」と「時間に追われる国（＝会社等）」が存在すると考えて
います。かつては、定年後まもなく平均寿命を迎え、「時間に追われる国」の住民のまま一生を終えましたが、
今は、平均寿命が延び、再び、「時間に追われない国」へ戻り、そこで長い時間を過ごす人が増えてきました。
　今、「時間に追われる国」へ行く訓練はあっ
ても、「時間に追われない国」に戻る訓練の
機会はありません。そのため、「時間に追われ
ない国」＝「地域」に戻っても、会社で働いて
いるときの価値観を引きずったままで、地域
になじめない人が非常に多いように思いま
す。
　自分が住む地域のことを、地域に住むみな
さんでワイワイと考える市民主体によるまち
づくりは、地域に戻るための最適な訓練で
す。本市では先例がないため、職員も市民の
みなさんも手を焼いていますが、まさに今、
取組んでいることが、４０代、５０代の人たちが
リタイアしたときのモデルになります。市民
主体のまちづくりは、決して、既にリタイアし
ている人たち、高齢者のためだけの取り組み
ではないのです。

40代、50代のモデルに

時間に追われない国（地域）時間に追われる国（会社等）

子どもや高齢者のいる
暮らしの場
→生活集団

・いろいろな人々が
  一緒に暮らす

・プロセスを楽しむ

・存在そのものが大切

・人の数ほど答えがある

・いつも未完成

学校、企業等働く人の
いる仕事の場
→目的集団

・同質の人たちを集める

・最短距離を最高の
  効率で結果を求める

・能力に価値がある

・正解がある

・完成解決をめざす

つい

　元全日本バレーボール選手の大林素子氏と永富有紀氏を講師に迎
え、市内中学生を対象にNHKジュニアバレーボール教室が開催されま
した。講師からは「目標のために、明日でいいやではなく、今日からでき
ることに取り組みましょう」とエールをいただきました。
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